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中心市街地再設計検討会議

① 松本駅周辺から松本城に至る公共空間の再編

② 松本駅周辺で民間投資を促進する環境の整備

③ 再活性に係る段階的な取組み・スケジュール

松本駅周辺から松本城までの「中核エリア」は、新陳代謝の時期を迎えている

松本市の賑わいと活力を生み出す場であり続けるための再設計が必要

市民ワークショップ市民シンポジウム各種団体と意見交換

今年度内に市長に提言

検討事項

松本ＰＡＲＣＯ・井上百貨店の閉店 昭和の区画整理事業から４０年以上が経過

Ⅰ－１ 検討会議の設置目的

目 的 ▶ 松本駅周辺から松本城までの「中核エリア」を再設計

▶ 将来に向けた骨太な指針・新たな見取り図を取りまとめ
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Ⅰ－２ 市街地「中核エリア」の範囲

 中心市街地のうち、松本駅周辺から松本城までの範囲を市街地「中核エリア」の範囲とする。

出典：「松本市立地適正化計画」（H28年度、H30年度一部改訂）

中心市街地
の範囲

市街地「中核エリア」
の範囲

松本城

松本駅
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Ⅰ－３ 提言に向けたスケジュール

 検討会議は計４回の開催とし、必要に応じて人数を絞った個別のオンライン会議などを開催。
 各種団体との意見交換やワークショップを２回、シンポジウムを１回開催し、幅広い意見を提言に反映。

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

検討会議

ワークショップ
シンポジウム

各種団体と
意見交換

★第１回
（立ち上げ）

【共有】
目的・ｺﾞｰﾙ
経過と現状
検討テーマ

★第２回 ★第３回 ★第４回

【検討①】
検討テーマ
の意見交換

【検討②】
検討テーマの
集約
指針案作成

【まとめ】
提言取りま
とめ

市長へ提言

◆市民ＷＳ①

◆市民ＷＳ②
（大学生・高校生）

■市民シンポ

随時実施（関係者ヒアリングを含む）

▼指針案
（策定）

▽議会報告
（取組状況）

▽議会報告
（指針案）

▲ 資料調整
・必要に応じて
個別のオンライン会議
などを開催

▲ 資料調整
・必要に応じて
個別のオンライン会議
などを開催

▲ 資料調整
・必要に応じて
個別のオンライン会議
などを開催
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Ⅱ 都市構造とその変遷

１ 城下町特有の都市構造

２ 昭和以降の土地区画整理事業等

３ 松本駅周辺の建築年別現況

４ 人口集中地区と大型商業施設の出退店
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Ⅱ－１ 城下町特有の都市構造（１）

出典：「松本城三の丸エリアビジョン」のエリアの捉え方【建物用途】（R3年度）

エリアの特性

○ 「中核エリア」は、中世から近世にかけて松本藩の城郭及び城下町として整備
され、更に明治時代に松本駅が開業すると、松本都市圏の商業の中心地「商都」
として、松本市の賑わいと活力を生み出す場として発展。

○ 商業、ビジネス、居住などの生活に関わる機能が集積し、長い歴史の中で文化、
伝統を育み、各種の機能が積み上げられてきた「まちの顔」。

［松本城周辺］公共施設や金融機関などの業務施設があり、一定の昼間人口が
集積するとともに、地元客・観光客の双方が訪れるエリア。

［松本駅周辺］大規模商業施設や飲食店、宿泊施設を始め業務施設が集積。
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Ⅱ－１ 城下町特有の都市構造（２）

松本駅

交通網の特性

松本城

出典：「松本城三の丸エリアビジョン」のエリアの捉え方【交通】（R3年度）

○ 「中核エリア」の町割りは、土地区画整理事業を実施した松本駅周辺地区・中央西
地区を除いては、城下町特有の狭い路地やかぎ型がそのまま残されている。

○ この町割りが城下町として発展してきた松本らしさであり、Ｒ３年度に策定した
「総合交通戦略」や「都市計画マスタープラン」にも、松本城、松本駅、あがたの
森を結んだトライアングルエリアを歩行者の回遊性を高めるエリアと位置づけ。

○ 総合交通戦略では、中心市街地の将来の姿を、松本都市圏の中心にふさわしい様々
な都市機能が集積・ネットワーク化され、自動車の通過交通が減り、歩行者、自転
車、公共交通が中心となった交通形態を目指すとしている。
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

Ⅱ－１ 城下町特有の都市構造（３）

① 商業地域/容積率500％の範囲
（４５ｍまで緩和可）

② ③以外の商業地域/容積率400％
③ 高砂地区（商業地域/容積率400％）

近隣商業地域/容積率300％
④ 工業系
⑤ 住居系（準住居、1種、2種住居）
⑥ 住居系（1種、2種中高層）

⑦ 住居系（1種、2種中高層）

都市計画法９条
用途地区内において市街地の環境を維

持するため、建物の最高又は最低限度を
定める地区

景観計画

高度地区

ア

松本城

松本駅

①中央西地区
（景観計画）

③高砂通り周辺

③近隣商業

まちづくり協定

良好な住環境や地区の特性にあった景観・街並みの
形成などを目的として、地区の住民が自主的に定めた
まちづくりのルール（紳士協定）
高さ、建物用途、道路からの壁面の後退、色調等を

定めている。
高さの制限があるまちづくり協定は以下の４地区

中町（蔵のある）まちづくり協定/１８ｍ

お城下町まちづくり協定/１８ｍ

お城の東まちづくり協定/２０ｍ

中央東高砂通り周辺地区まちづくり協定/１８ｍ

松本城

松本駅

松本城

松本駅

● 都市計画法・景観条例（景観計画）による建物高さ制限

● まちづくり協定による建物高さ制限

景観の特性

○ 松本城周辺では、松本城からの北アルプ
ス・美ヶ原への眺望保全を目的とした高
度地区の決定や、地区の特性に合った景
観・まちなみ形成を目的にまちづくり協
定を１０地区で締結するなど、城下町に
ふさわしいまちづくりを進めてきた。

○ Ｒ４年度の景観計画の改定では、基本理
念を「暮らし・自然・歴史つぐむ・景観
都市まつもと」と定めるとともに、景観
重点地区候補地を選定。

○ Ｒ７年度にかけて行う計画の見直しでは、
景観重点地区候補地である「松本駅東地
区」と「旧開智学校周辺地区」の区域や
景観形成基準等を定める予定。

○ 特に中央西地区のエリア内に設定予定の
「松本駅東地区」は、松本市の玄関口に
ふさわしい賑わいと風格のある景観づく
りを進めるとともに、昭和の区画整理事
業から４０年以上が経過し、新陳代謝の
時期を迎えていることから、商業施設・
住まいなど都市機能の集約化・高度化に
向けた検討が必要。
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Ⅱ－２ 昭和以降の土地区画整理事業等

■市街地再開発事業
❸中央西第13・14
施工年度：H7～H11
面積：0.5（ha）
事業費：67億4,616万円

■土地区画整理事業
❷中央西
施工年度：S60～H14
面積：12.0（ha）
事業費：293億3,600万円

■市街地再開発事業
❹六九リバーサイド
施工年度：H11～H14
面積：0.4（ha）
事業費：不明

■土地区画整理事業
❶松本駅周辺
施工年度：S42～H4
面積：21.3（ha）
事業費：99億2,250万円

❶ 松本駅周辺
（Ｓ４２～）

❷ 中央西
（Ｓ６０～）

❸ 中央西第13・14
（Ｈ７～）

❹ 六九リバーサイド
（Ｈ１１～）

 Ｓ４２年から「松本駅周辺」、Ｓ６０年からは「中央西」で土地区画整理事業を行い、２箇所で市街地再開発事業を実施。

松本駅

松本城
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Ⅱ－３ 松本駅周辺の建築年別現況

 市の玄関口である松本駅周辺は、昭和の土地区画整理事業から４０年以上が経過し、当時建設された多くの建物が
改築や建替えの時期を迎えているが、民間企業の再投資に向けた環境は極めて厳しい状況。

松本駅
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Ⅱ－４ 人口集中地区と大型商業施設の出退店

人口集中地区（DID）
（H27年（2015年） － S45年（1970年））

人口集中地区（DID）は、統計データ（国勢調査）に基づいて一定の基準により設定される都市的地域
人口密度が1 ㎢ 当たり4,000人以上の基本単位区等が隣接した地域のうち、人口が5,000人以上の地域

松本パルコ
Ｓ５９開業

Ｒ７年２月閉店

イオンモール松本
Ｈ２９開業

井上百貨店
Ｓ５４移転

Ｒ７年３月閉店なぎさライフサイト
Ｈ１５開業

イオン南松本店
Ｈ５開業

ライフスクエアＣＯＭＯ庄内
Ｈ２０開業

アイシティ２１
Ｈ１２開業 イオンタウン松本村井

Ｈ１１開業
Ｒ４増床リニューアル

 Ｓ４５年時点では、松本駅・南松本駅周辺に人口が集中していたが、Ｈ２７年には市域の南側に人口集中地区が拡大。
 Ｈ５年以降は、市域の南側への出店が相次ぎ、松本の象徴的存在であった松本パルコと井上百貨店はＲ７年をもって閉店。

ＭＩＤＯＲＩ松本
Ｓ５３開業

イトーヨーカドー南松本店
Ｈ１０開業

Ｒ７年１月閉店

市街地の「中核エリア」

それ以外

１１

Ｓ４５年
松本駅・南松本駅・浅間温泉
周辺などに人口が集積

Ｈ２７年
市域の南側（平田や村井等）
に大きく拡大（約2.4倍）

アルピコプラザ
Ｈ３０開業

※既存建物はＳ５３～



Ⅲ 直近１０年間の推移

２ 空き店舗率と空き地・駐車場数

４ 松本駅乗客数と路線バス利用者数

３ 中心市街地の歩行者通行量

５ 松本城入場者数

１ 商業・サービス業の環境変化
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Ⅲ－１ 商業・サービス業の環境変化

 総務省「家計消費状況調査」によると、インターネットを通じて注文をした世帯当たりの支出総額及び世帯の割合は増加。
 長野県「商圏調査」によると、インターネットで買い物をしたことがある者の割合は、Ｒ３年度で９１．５％。
 「Ｈ２８年度中心市街地の商業者に対するアンケート調査」によると、６０歳以上の経営者の割合は半数を超える５１％。

23,461 23,857 25,846 31,310 30,678 30,894 32,056 33,461 33,353 35,470 39,443

21.6%
24.3% 25.1%

27.6% 27.8%

34.3%

39.2%

42.8%

48.8%

52.7% 52.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

インターネットを通じて注文をした世帯当たりの支出総額と

世帯の割合の推移

インターネットを通じて注文した世帯当たりの支出総額

インターネットを通じて注文した世帯の割合
３０歳以下

９％

４０歳代

２１％

５０歳代

１９％
６０歳代

２８％

７０歳以上

２３％

【中心市街地】商業者における経営者の年代

（Ｈ２８年度時点）

出典：総務省統計局「家計消費状況調査」
※H27年度以降、調査項目が変更されたため、H26年度以前の結果と比較する際には注意が必要

（円）

出典：松本市・松本商工会議所「中心市街地の商業者に対するアンケート調査」

件数

３０歳以下 17

４０歳代 41

５０歳代 38

６０歳代 56

７０歳以上 46

合計 198

項目
Ｈ２８年度
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Ⅲ－２ 空き店舗率と空き地・駐車場数

 空き店舗率は、Ｈ２９年度の８．４％をピークに全国平均を下回る９％台で推移。
 Ｈ２８年度以降、駐車場数は横ばいで推移しているのに対し、空き地は増加し続けている。

9.8%

10.8%

12.0%
11.5% 11.6%

8.4%

9.2%

8.5%

9.7% 9.4% 9.9% 9.8%

14.6%

13.2%
13.8% 13.6%

8.8%

9.5%

8.7%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

中心市街地における「空き店舗率」と「空き地・駐車場数」の推移
空き店舗率

（％）

全国
松本市
長野県

143 145 142 141 148 147 146 148 148 148 149 150

10 10 14 17
22 24 28 30 32 36 38 38

200

150

100

50

0

空き地・
駐車場数
（箇所）

空き地
駐車場

出典：【松本市】松本商工会議所「松本市中心市街地 空き店舗・空き地調査」、【全国】中小企業庁「商店街実態調査」、【長野県】長野県「長野県商店街実態調査」
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Ⅲ－３ 中心市街地の歩行者通行量

 中心市街地全体の歩行者通行量は、Ｈ２８年度をピークに減少傾向にあったが、コロナ禍を経て回復基調。
 一方で、「中核エリア」の通行量は減少。松本パルコと井上百貨店が閉店するＲ７年度以降は更なる変化が想定される。

100,152

80,882

113,544
118,499

119,647

79,577

115,249

90,641
83,619

104,433 101,339

114,425

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

中心市街地の歩行者通行量の推移

松本駅

松本城

出典：松本商店街連盟「松本市商店街歩行者通行量調査」

❶

❷
❸

❹

❺

Ｈ２９
イオンモール
松本開店

イオンモール
松本

(H29開店)

（調査日が雨天） （調査日が雨天）

❻

（人/日）

歩行者通行量ランキング 主要６地点（Ｒ５年度）

順位（Ｈ２４順位） 調査地点 通行量（Ｒ５） 通行量（Ｈ２４）

１ （１） － ❶ 駅前大通り 8,024人 7,947人

２ （４） ↑ ❷ 縄手通り 6,172人 4,929人

３ （５） ↑ ❸ 中町通り 5,292人 3,872人

４ （２） ↓ ❹ 公園通り 5,095人 7,255人

５ （３） ↓ ❺ 大名町通り 3,884人 6,152人

６ （６） － ❻ 本町通り 2,190人 2,860人

松本パルコ
(R7閉店)

井上百貨店
(R7閉店)

１５※ １０月調査（１日分）の数値から、通りの中で最も通行量が多かった地点を比較



180,449 178,877 156,480 97,955 91,552 235,903 313,881 320,705 184,477 210,019 278,007 305,545 

5,790,655 
5,949,471 

5,760,200 
5,967,134 5,968,088 6,058,159 6,082,191 

5,922,799 

4,130,046 
4,357,360 
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5,581,580 

 -
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H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

ＪＲ松本駅乗客数とタウンスニーカー利用者数の推移

タウンスニーカー利用者数（松本市の中心部を走る路線バス） ＪＲ松本駅乗客数

Ⅲ－４ 松本駅乗客数と路線バス利用者数

 ＪＲ松本駅乗客数は、コロナ禍を経て回復基調にあるが、コロナ禍前の水準までには回復していない。
 タウンスニーカー利用者数は、Ｒ５年４月から公設民営「ぐるっとまつもと」の運行を開始し、便数・ルートの見直し

などを行い回復基調にあるが、コロナ禍前の水準までには回復していない。

タウンスニーカー
（人/年）

ＪＲ松本駅乗客数
（人/年）

※タウンスニーカー利用者数は、西コースを除く、北・東・南コースの合計値。

H26年12月～
30分から60分
ピッチに減便

H27年3月
カタクラモール閉店

H29年8月～
市が実施主体と

なり増便

H29年9月
イオンモール
松本店開店

R5年4月～
公設民営の運行開始
ぐるっとまつもと
便数・ルート見直し

１６

R5年11月～
QRコードによる

キャッシュレス決済
開始



Ⅲ－５ 松本城入場者数
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R5年度 観光動向調査アンケート

県外観光客の居住地データ

※アンケート回答から集計した割合 (n=1,516)

長野県内

40%

長野県外

60%

R5年度 観光動向調査アンケート

観光客の県内県外比

長野県内 長野県外

 松本城の有料入場者数は、Ｈ２８年度をピークに減少傾向にあったが、コロナ禍前の水準まで回復。
 外国人入場者数は、コロナ禍において大きく減少したが、令和４年１０月に海外からの渡航制限が緩和されて

から増加し、Ｒ５年度の入場者数は過去最高を記録。

（％）

１７



Ⅳ 人口・アンケート・
他都市比較

１ 人口増減と対東京圏の社会動態

３ 松本城三の丸エリアビジョン
策定時に実施したアンケート結果
（一部抜粋）

４ 日本の都市特性評価２０２３から見る
松本市の特性

５ 地域経済循環図から見る
松本市の特徴

１８

２ 松本市商業ビジョンアンケート結果
（一部抜粋）



Ⅳ－１ 人口増減と対東京圏の社会動態

 Ｒ５年の人口増減率は、県内１９市中４番目に減少が少なく、社会増は５０１人で県内最多。
 一方で、対東京圏の社会動態をみると、１０代・２０代は男女とも転出超過となっており、特に２０代女性の転出が多い。
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社会増減率

松
本
市

市
R5年1月1日
現在総人口
（人）

R6年1月1日
現在総人口
（人）

人口
増減数
（人）

人口
増減率
（％）

自然
増減率
（％）

社会
増減率
（％）

自然
増減数
（人）

社会
増減数
（人）

出生 死亡 転入 転出
その他
増減数

松本市 239,342 238,369 △ 973 △ 1,474 1,447 2,921 501 9,742 9,161 △ 80 △ 0.41 △ 0.62 0.21
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Ⅳ－２ 松本市商業ビジョンアンケート結果

 松本市商業ビジョン改定時（Ｒ５年度）に、ＷＥＢアンケートを実施し１，７１０人が回答。
 中心市街地に「行きたくなる条件」は、飲食店、魅力的で個性的な店、専門店の充実などの商業施設が上位。
 一方で、「課題」と「行きたくなる条件」では、いずれも駐車場・駐輪場、公共交通機関の充実が挙げられている。

回答者の年代

２０

中心市街地に期待したい機能 中心市街地ではどのような
課題があると思われるか

回答者の性別

中心市街地に行きたくなるとすれば
どのような条件があるか



Ⅳ－３ 松本城三の丸エリアビジョン策定時に実施したアンケート結果（１）

 松本城三の丸エリアビジョン策定時（Ｒ３年度）に、まちなかに通学する小・中・高生７５８人にアンケートを実施。
 「お気に入りの場所」は、イオンモールが小中高生いずれも圧倒的多数で１位。松本城とナワテ通りはいずれも上位。
 「あると嬉しい場所」は、公園・広場が小中高生いずれも圧倒的１位。高校生の広い道路・歩道という回答も特徴的。

お気に入りの場所（上位１０位）

●小学生
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丸善

72

30

17

17

15

15

12

10

9

9

9

0 20 40 60 80

イオンモール

松本城天守・松本城公園

松本駅・駅前

ナワテ通り

あがたの森公園

学校

中央図書館

パルコ

城山公園

丸善

カラオケ

●中学生 ●高校生

中核エリア内の場所

あると嬉しい場所（上位６位）
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２１



Ⅳ－３ 松本城三の丸エリアビジョン策定時に実施したアンケート結果（２）

 「将来も松本で暮らしたいか」は、就職や進学を背景に高学年ほど「暮らしたい」という割合が低下し分からないが増加。
 「松本のまちなか・まちづくり」については、複数の回答で「楽しい場所」「子どもの居場所」「たくさんの人が訪れる」

というワードが挙げられている。

松本のまちなか・まちづくりについて

暮らしたい

115

47%

暮らしたくない

25

10%

わからない

103

43%

暮らしたい

98

34%

暮らしたくない

34

12%

わからない

159

54%

暮らしたい

64

29%

暮らしたくない

30

13%

わからない

130

58%

２２

将来も松本で暮らしたいか

●小学生 ●中学生 ●高校生

 緑が増えて欲しい

 美術とか大事にしていて素敵な街だなあと思います

 自転車に優しくないと思う

 子どもの居場所をたくさん作って欲しい

 松本駅はたくさんの人が訪れるからこそ、もっと活

気ある楽しい場所にして欲しい。お店ももっと考え

てほしい

 イオン以外の楽しい場所を作って欲しい

 もう少し公園など公共の場を増やした方がいい

 県外からたくさんの人が訪れる街にして欲しい

 子どもが楽しめる施設をもっと作るべき

 このままでいい。自分はこの松本が好きです

 車の交通量を少なくしてください

 多くの若者がこの街を出たいと思っている

 あまり新しいものを建てないで古いものを大切にす

る文化を残し、今の松本の温かさと品のある雰囲気

を持ち続けてもらいたい

 市役所が汚いため松本城も暗くなってしまっている

 将来の私たちも今よりも松本を明るくしたい

 自然豊かな松本の良さを最大限に引き出して欲しい

 城下町をもっと都会っぽくして欲しい



Ⅳ－４ 日本の都市特性評価２０２３から見る松本市の特性

 森記念財団による国内主要１３６都市を対象にした「日本の都市特性評価２０２３」において、全体８位と過去最高位。
 「環境」と「文化・交流」では、文化・歴史・伝統への接触機会、街路の清潔さや休日の人の多さなどの指標で評価が高い。
 一方で、「交通・アクセス」と「経済・ビジネス」は、公共交通の利便性、若手人材や女性就業などの指標が平均より低い。

都市特性評価ランキング上位１０都市

順位（前年順位） 都市名 人口 合計スコア

１ （１） － 大阪市 ２７５万人 1237.2

２ （４） ↑ 横浜市 ３７８万人 1152.1

３ （５） ↑ 名古屋市 ２３３万人 1138.3

４ （３） ↓ 福岡市 １６１万人 1138.1

５ （２） ↓ 京都市 １４６万人 1129.3

６ （６） － 神戸市 １５３万人 1010.8

７ （７） － 仙台市 １１０万人 976.8

８（１０） ↑ 松本市 ２４万人 949.0

９ （８） ↓ 金沢市 ４６万人 948.1

１０（１２） ↑ 札幌市 １９７万人 929.4

（注１）カッコ内は２０２２年順位
（注２）人口は令和２年国勢調査（確定値）の値から単位未満を四捨五入

出典
一般財団法人森記念財団都市戦略研究所
日本の都市特性評価２０２３

「住みやすさと自然環境が魅力の戦略的観光都市」との評価

【平均より低い指標】
・鉄道駅・バス停密度 １２７位
・新幹線の利用しやすさ １２１位
・都市のコンパクトさ １１３位
・公共交通の利便性 ９７位
・インターチェンジ数 ７２位

【対象】 全国１３６都市
政令指定都市／都道府県庁所在地／人口17万人以上の都市

【評価指標】 ６分野 ８６項目
統計資料・住民アンケートからスコア算出

【平均より低い指標】
・新規設立法人登記割合 １２３位
・若手人材の転入出 ７９位
・女性就業者割合 ７２位
・付加価値額 ７２位
・労働生産性 ７１位

２３

【評価が高い指標】
・都市地域緑地率 ７位
・自然環境の満足度 １３位
・街路の清潔さ １４位

【評価が高い指標】
・平均寿命・健康寿命 ２位
・医師の多さ ７位
・保育ニーズの充足度 ２６位

【評価が高い指標】
・文化・歴史・伝統への
接触機会 ６位

・休日の人の多さ １７位



Ⅳ－５ 地域経済循環図から見る松本市の特徴

 Ｈ３０年（2018年）の地域経済循環率は１０３％で域際収支は黒字。Ｈ２２年からの数値は１０１％～１０３％台で推移。
 地域経済循環率が１００％を超える場合は、稼ぐ力は高いものの、地域で生産された付加価値額が分配される際に地域外に

流出している場合が多く、松本市においても地域外へ所得が流出。

松本市地域経済循環率

１０３．０％

域際収支黒字

２４

地域経済循環率

１００．１％

地域経済循環率

９０．９％
地域経済循環率

９６．９％

長野市

長岡市高山市

域際収支赤字 域際収支赤字

域際収支黒字

（県庁所在地）

（人口が同規模の県内第２都市）（観光都市）

所得流出 所得流出

所得流入 所得流入



Ⅴ エリアの課題と
現在の取組みから
見えてくる今後の
方向性

１ エリアの課題と現在の取組みから
見えてくる今後の方向性
（「中核エリア」のマップに図示）

２５



Ⅴ エリアの課題と現在の取組みから見えてくる今後の方向性

２６

中核エリア共通

・インターネットによる買い物の増加
・商業経営者の高齢化
・空き地の増加

市域全体

・市域の南側へのＤＩＤの広がり
・大型商業施設の郊外出店
・２０代女性の転出超過
・公共交通の利便性が低い（都市特性評価）
・若手人材の転入が少ない（ 〃 ）
・女性就業者割合が低い （ 〃 ）
・地域外へ所得が流出（地域経済循環図）

中核エリア共通

・空き店舗率は全国平均を下回る数値で推移
・文化・歴史・伝統への接触機会が多い（都市特性評価）
・都市の屋外空間・街路等などの清潔さ（ 〃 ）

松本城周辺

・松本城の有料入場者数はコロナ禍前の水準まで回復
・外国人の入場者数は過去最高を記録（Ｒ５年度）

市域全体

・人口の社会増は県内１９市の中で最多（Ｒ５年調べ）
・居住環境、自然環境の満足度が高い（都市特性評価）
・住みやすさと自然環境が魅力の戦略的観光都市との評価

路線バス乗降場再配置（R5～）

旧博物館解体
（R6～）

市立博物館オープン
（R5～）

松本まちなかアートproject（R5～）

堀浄化対策
（H30～）

南・西外堀復元
（H18～）

現状の課題 現在の取組み 今後の方向性

本町・伊勢町

・松本ＰＡＲＣＯの閉店（Ｒ７.２）
・歩行者通行量の減少（人の流れが変化）
・伊勢町商店街振興組合の解散（Ｒ５.３）

松本駅周辺

・民間ビルの多くが改築や建替えの時期
・民間企業の再投資に向けた環境は厳しい
・井上百貨店の閉店（Ｒ７.３）
・ホテル・マンション需要は高い（JT跡地等）
・駅の乗客数がコロナ禍前の水準に回復しない
・バス利用者がコロナ禍前の水準に回復しない
・若者が楽しめる娯楽施設が少ない

サイクルステーション整備（R6～）

集積化
高度化
検討

・松本城周辺の高付加価値化（新たな公共空間の利活用）

松本駅周辺

・民間企業が新たな投資に踏み出せる環境整備
・松本駅東地区の集積化・高度化（高さ規制の緩和）
・松本駅周辺の総合交通ターミナル化
・女性と若者が集まる“ハレの場”としての都市機能

グリーンインフラ推進（R6～）

・居心地が良く歩きたくなる“まちなか空間”への転換
・再活性を担うキープレーヤーのネットワーク・プラッ
トフォーム化

・再活性に向けたコンセプト
・中長期に渡る取組みスケジュール

松本駅

松本城

大名町通り再整備（R6～）

松本城・博物館
電子チケット販売（R6～）

松本城三の丸
エリアビジョン
推進（R4～）

強み



Ⅵ 今後の検討テーマ １ ３つの方向性と検討の切り口

２７



Ⅵ ３つの方向性と検討の切り口

２８

 エリアの課題と現在の取組みから見えてくる今後の方向性を「３つの方向性」と「検討の切り口」として整理。
 本会議では主に「検討の切り口」について議論し、各種団体との意見交換やワークショップ及びシンポジウムなどを通じ

て出されたアイデアなどを踏まえつつ、将来に向けた骨太な指針・見取り図をとりまとめていく。

● 松本駅周辺地区は、昭和の土地区画整理事業から４０年以上が経過し、新陳代謝を必要とする時期
● 商都と呼ばれる松本の象徴的存在であった松本ＰＡＲＣＯと井上百貨店がＲ６年度末を持って閉店

「市街地の中核エリア」が松本市全体の賑わいと活力を生み出す場であり続けるための再設計が必要

中心市街地再設計検討会議

① 松本駅周辺から松本城に
至る公共空間の再編

② 松本駅周辺で民間投資を
促進する環境の整備

③ 再活性に係る段階的な
取組み・スケジュール

▶ 松本駅周辺の総合交通ターミナル化

▶ 松本城周辺の高付加価値化

▶ 新たな投資に踏み出せる環境整備

▶ 松本駅を中心に居心地が良く歩きた
くなる“まちなか空間”への転換

▶ 松本駅東地区の集積化・高度化

▶ 女性と若者が集まる“ハレの場”
としての都市機能

▶ 中長期に渡る取組みスケジュール

▶ 再活性を担うキープレイヤーの
ネットワーク・プラットフォーム化

▶ 再活性に向けたコンセプト

３つの方向性

検討の切り口

再設計の背景

ワークショップやシンポジウムなどで議論のテーマとすることを想定


